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庄原産材のブランド化へ前進
株式会社フォレストワンの製材工場が市内に整備され、４月 11 日に竣工式が行われました。株式会社フォレストワンの製材工場が市内に整備され、４月 11 日に竣工式が行われました。
市は、庄原産材の製材を行う工場を市内へ誘致するため、これまで株式会社ウッドワン・株式会社市は、庄原産材の製材を行う工場を市内へ誘致するため、これまで株式会社ウッドワン・株式会社
フォレストワンと意見交換や連携協定などの取り組みを進めてきました。このたびの新工場の稼働フォレストワンと意見交換や連携協定などの取り組みを進めてきました。このたびの新工場の稼働
により、市が掲げる「儲かる循環型林業」の構築に向け大きく前進しました。により、市が掲げる「儲かる循環型林業」の構築に向け大きく前進しました。

竣工式での神事竣工式での神事

株式会社フォレストワン庄原工場を見学株式会社フォレストワン庄原工場を見学

工場に集約された木材工場に集約された木材



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

庄原こどもミュージカル
実行委員会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

ミュージカルを通じて、子どもたちを育成

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治定住係（☎ 0824-73-1209）まで。
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ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）
に、名前（ふりがな）・生年月日・
性別・連絡先・お子さんへのメッ
セージを添えて、行政管理課また
は各支所総務室まで申し込んでく
だ さ い。郵送、メール（koho@city. 
shobara.lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？
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●東城有光スポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　東城有光スポーツ少年団は、東城中学校の野球部員が下校後の火・
金曜日の夜間と、土・日曜日に活動している軟式野球チームです。
　「野球が人を創る」というテーマを掲げ、学校生活と私生活の延長に
野球があるという考えを持ち、日々練習に励み、県大会上位進出を目
標に頑張っています。
　高校で野球を続けている OB も多数おり、進学先で活躍しています
ので、興味がある人は気軽に練習に参加してみてください。
　代表　河村俊紀

　私たちは、こどもミュージカルを通して子どもたちの独創
性・表現力・しなやかさを育成し、「文化芸術のまち・庄原」の創造
に取り組んでいます。子どもたちは全身全霊で表現に取り組むこと
で、一人一人が輝きます。また、みんなで一つのことを作り上げて
いくことを経験する中で、責任感や達成感、思いやりの大切さを学
んでいます。
　本年は参加者を募り、マツダスタジアムでダンスパフォーマンス
と始球式（８月４日㈰）、庄原市民会館で第 24 回庄原こどもミュー
ジカル「ふしぎの国のアリス」の公演（10 月 27 日㈰）を行う予定です。 
　皆さんのご出演・ご来場をお待ちしています。

問い合わせ 
庄原こどもミュージカル実行委員会事務局（北村）
☎ 090-2006-6982（９時～ 12 時、13 時～ 17 時）
ホームページ　http://shobarakodomo-musical.com/

市 民 の ペ ー ジ

口和中学校 総領中学校

山内小学校

「児童会・生徒会活動編」躍動する子どもたち！躍動する子どもたち！

　山内小児童会は、
「自分たちで学校を
より良くする」を目
標に、自らが企画・
運営・進行する児童
自治朝会を毎週水曜
日に行っています。
　第１回目は、児童

会長の藤
ふ じ た に

谷優
ゆ う と

澄くん（６年生）の進行の下、「廊
下を歩くことの大切さ」について話し合いました。
児童会から「昨年度、廊下を歩くようにみんなで
話し合ったので、今回はもっと具体的な方法を考
えよう」と投げかけ、児童全員が意識して取り組
める具体的な方法を出し合いました。　
　話し合いの最後に、役員の平

ひらおか

岡こむぎさん（５
年生）は「みんなで注意し合い、５分前行動を心
掛けましょう」とまとめました。
　山内小児童会では、児童が互いに声を掛け合い
ながら主体的に取り組む活動を進めています。

　このコーナーでは、隔月で市立学校の取り組みや
児童生徒の活動の様子を紹介します。

教育指導課指導係☎ 0824-73-1184

口和中学校の部活動体験 総領中学校の壁画図案

山内小学校の児童自治朝会

　 口 和 中 学 校 で
は、生徒自らが主
体となり体育祭や
文 化 祭 な ど の 企
画・運営に取り組
んでいます。
　４月 12 日に開
催した生徒会オリ

エンテーションでは、新入生 18 人に中学校の説
明をしました。
　　今回のオリエンテーションは、生徒自らが企
画し、どのような内容にしたら１年生に中学校の
ことを理解してもらえるか、楽しんでもらえるか
を試行錯誤しながら考え、実施しました。
　当日は、生徒会目標や委員会の説明に加え、本
年度から新たに部活動体験も行いました。
　口和中学校は、今後も生徒が自らが考え、進ん
で取り組める活動に力を入れていきます。

　総領中生徒会
は、「 進

し ん し ゅ

取 果
か か ん

敢
～ more active , 
more positive～」
を本年度の生徒
会 テ ー マ に 掲
げ、さまざまな
活動に取り組ん

でいます。
　その一つとして毎年取り組んでいる生徒会伝統
の巨大壁画の製作では、生徒会テーマに基づき、
生徒一人一人が描いた巨大壁画の図案を基に、生
徒会執行部を中心にデザインを決定し、縦約７ｍ、
横約５ｍの巨大壁画を生徒全員で製作します。
　６月１日の総領中体育祭での掲示を目標に、全
校生徒で協力して、色塗り、貼り合わせなどをし、
完成させます。圧巻の壁画をぜひ見に来てくださ
い。

シリーズシリーズ
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令和６年度当初予算令和６年度当初予算
財政課財政係　☎ 0824-73-1129

　令和６年度当初予算は、「10 年先の本市の将来像」を念頭に取り組みを進めてきた「第２期長期総

合計画・後期実施計画」や「第２期庄原いちばんづくり」に掲げる事業の確実な進捗を図るとともに、

本市の最重要課題として位置付けた人口減少の抑制や、こども・子育て支援など、地域の将来を見据

えた喫緊の課題に対する取り組みを力強く推し進める予算編成としました。

　普通交付税は、こども・子育て政策に係る財政需要を一括
して算定する「こども子育て費」の創設や、施設の光熱費と
施設管理の委託料の増加に対応した算定などに加え、公債
費分（市債の元利償還金）などの増額を見込み、地方交付
税全体では、前年度から１億 9,795 万円の増額となる141 億
8,836 万円を見込んでいます。

　 令和６年度当初予算の概要 ※金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計
は必ずしも一致しません。

※▲はマイナスを表しています。
https://www.city. shobara .hiroshima .jp/main/
government/zaisei/post_715.html

　市民税は、令和６年度税制改正における定額減税によ
る個人市民税の減収１億 2,350 万円などを見込み、前年
度比 10.0％減の 13 憶 1,766 万円としています。
　また、固定資産税は、太陽光発電など設備投資による
償却資産の増を見込むものの、土地、家屋の評価替えの
影響を踏まえ、前年度比 0.2％減の 19 億 3,580 万円とし、
市税全体では前年度比 3.6％減の 36 憶 4,921 万円を見込
んでいます。

　市債は、第２期長期総合計画・後期実施計画に計上した
各事業を実施するための財源などを合わせて、38 億 7,872
万円を見込んでいます。
　主には、道路整備事業７億 4,370 万円、東小学校の長寿命
化事業などに係る小学校施設整備事業４億 390 万円、合併
特例債を活用した地域振興基金の積み立てに係る３億 3,930
万円、旧東城ごみ焼却施設解体などに係るごみ処理施設整
備事業２億 4,390 万円などの借り入れを予定しています。

　　　　　　　　　■ 一般会計の歳入と歳出のポイント

　　　　　　　　　■ 会計別の令和６年度予算額および前年度予算額との比較

会 計 名 令和６年度 令和５年度 増減額 増減率
一般会計 308億5,226万円 299億6万円 9億5,220万円 3.2%

特別会計 110億2,863万円 116億300万円 ▲5億7,437万円 ▲5.0%

住宅資金特別会計 215万円 266万円 ▲51万円 ▲19.2%

歯科診療所特別会計 3,136万円 3,442万円 ▲307万円 ▲8.9%

休日診療センター特別会計 1,292万円 1,248万円 44万円 3.5%

国民健康保険特別会計 37億6,275万円 37億8,496万円 ▲2,221万円 ▲0.6%

国民健康保険特別会計（直診勘定） 6,141万円 8,336万円 ▲2,195万円 ▲26.3%

後期高齢者医療特別会計 7億8,372万円 7億881万円 7,491万円 10.6%

介護保険特別会計 63億1,419万円 62億8,297万円 3,122万円 0.5%

介護保険サービス事業特別会計 5,815万円 5,959万円 ▲144万円 ▲2.4%

農業集落排水事業特別会計 － 3億8,977万円 ▲3億8,977万円 －

浄化槽整備事業特別会計 － 2億4,199万円 ▲2億4,199万円 －

宅地造成事業特別会計 199万円 199万円 0万円 0.0%

企業会計 38億2,037万円 29億9,231万円 8億2,806万円 27.7%

下水道事業会計 23億5,277万円 15億2,849万円 8億2,428万円 53.9%

病院事業会計 14億6,761万円 14億6,382万円 379万円 0.3%

比和財産区特別会計 270万円 379万円 ▲108万円 ▲28.6%

合　　計 457億397万円 444億9,915万円 12億482万円 2.7%
※令和６年度から農業集落排水事業特別会計及び浄化槽整備事業特別会計に地方公営企業法の財務規定を適用し、下水道事業会計と統合しました。

予 算 額

予算の概要

　　　　　　　　　■ 目的別に見た市民１人に使われる市のお金 （一般会計）

１人当たり　97.0万円　　人口　31,812人（令和６年２月29日現在）

民生費 公債費 土木費 総務費 衛生費 教育費 農林水産業費 その他
高 齢 者・ 障
害者などの福
祉、 子 育 て
支援などに

市債（借入金）
の元金と利子
の返済に

道路・橋の整
備、公園・公
営住宅の管理
などに

自治振興、生
活交通対策、
戸籍事務など
に

医療の充実、
健康診査、ご
み 処 理、 水
道事業などに

学校教育、文
化・スポーツ
振興などに

新 規 就 農 者
支援、農業担
い手支援、森
林整備などに

市議会運営、
商 工 業 、 観
光振興、消防・
防災などに

24.6 万円 14.2 万円 12.0 万円 10.8 万円 8.6 万円 7.6 万円 7.1 万円 12.1 万円

予算の使途

歳　入

　新焼却施設整備事業に係る市債の元利償還金の増加な
どにより、前年度比 1.1％増の 45 憶 1,690 万円を見込ん
でいます。

　所得税、個人住民税の定額減税が行われることに伴い、
減税しきれない方への給付金の支給のほか、市内で伐採
された原木を出荷する森林所有者と、購入する市内製材
事業者を支援する奨励金制度の創設などを予定しており、
前年度比 11.0％増の 48 億 3,560 万円を計上しています。

　東小学校の長寿命化改修工事に着手するほか、道路新
設改良事業など市民生活に欠かすことのできないインフ
ラ整備や、桜花の郷 ラ・フォーレ庄原の客室空調の改修
などを予定しており、前年度比 27.4％増の 50 億 1,659 万
円を計上しています。

　令和６年度からスタートする庄原いちばんづくり留学
事業のほか、保育所ＩＣＴシステムの導入や住民記録な
どを扱う自治体情報システムの標準化に係るシステム構
築などを予定しており、前年度比 2.0％増の 43 億 9,038
万円を計上しています。

歳　出

■市税
　36億4,921万円
　（▲3.6%）

■繰入金など
　22億8,379万円
　（+14.2%）

■地方交付税
　141億8,836万円
　（+1.4%）

■国・県支出金
　50億87万円
　（▲6.5%）

■市債
　38億7,872万円
　（+23.9%）

■地方消費税交付金など
　18億5,131万円
　（+12.7%）

■■■繰入金など繰入金など繰入金など
　22億8,379万円　22億8,379万円　22億8,379万円
　（+14.2%）

■■地方交付税地方交付税地方交付税地方交付税地方交付税地方交付税

　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円　38億7,872万円
　（+23.9%）　（+23.9%）　（+23.9%）　（+23.9%）　（+23.9%）　（+23.9%）　（+23.9%）

歳 入
308億5,226万円

【自主財源】
59億3,300万円
（+2.6%）

【依存財源】
249億1,926万円
（+3.3%）

■人件費
　42億8,513万円
　（▲0.7%）

■普通建設事業費
　50億1,659万円
　（+27.4%）

■災害復旧事業費
　6億77万円
　（▲60.5%）

■物件費・維持補修費
　43億9,038万円
　（+2.0%）

■補助費等
　48億3,560万円
　（+11.0%）

■貸付金
　1億4,221万円
　（▲16.0%）

■繰出金など
　32億8,380万円
　（+4.6%）

■扶助費
　37億8,088万円
　（+2.4%）

■公債費
　45億1,690万円
　（+1.1%）物件費・維持補修費物件費・維持補修費物件費・維持補修費

　43億9,038万円　43億9,038万円

■■
　37億8,088万円
　（+2.4%）

■■
　45億1,690万円
　（+1.1%）

歳 出
308億5,226万円

　【義務的経費】
　125億8,291万円
　（+0.9%）

【投資的経費】
56億1,736万円
（+2.9%）

【その他経費】
126億5,200万円
（+5.7%）
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　　　　　　　　　■ 庄原いちばんづくりの３つの基本政策に沿った事業を紹介します主な事業

比婆牛ブランド化推進
４，１０４万円

　比婆血統和牛の繁殖および肥育頭数の
拡大を引き続き図るとともに、ＪＡひろ
しま・全農との連携により、精肉販売ルー
トを確立し、市内外の取り扱い数量の増
加を図ります。
　また、Ｇ７広島サミットで提供され、
注目度が高まっている比婆牛のさらなる
知名度向上、販路拡大により、生産者へ
の還元につなげていきます。

有害鳥獣処理施設整備事業
２億円

　捕獲したイノシシなどを受け入
れ、食肉加工などを行っている現在
の処理加工施設は、捕獲頭数の増加
に伴う保存スペースなどの不足や、
ニホンジカの受け入れに対応できな
いことから、新たな処理加工施設を
整備します。

原木供給・需要促進事業奨励金
２，３８０万円【新規】

　市内で伐採された原木を出荷す
る森林所有者と、市場などを通じて
購入する市内製材事業者に対する
奨励金制度を創設。庄原産材を利用
した製材を促進し、知名度と価値の
向上によるブランド化を進めるこ
とにより「儲かる循環型林業」を推
進します。

「地域産業」のいちばん

●中小企業振興対策 5,270万円 ●新規就農者支援事業 3,363万円 ●循環型林業推進補助金 2,164万円

子どもたちと多世代の集いの場整備事業
３，３６９万円

　子育て世代をはじめ、誰もが気軽
に集い・憩うことのできる「子ども
たちと多世代の集いの場」を整備。上
野総合公園を候補地に、多様な交流
を促進するとともに、周辺施設との
相乗効果によるにぎわいの創出、交
流人口・関係人口の増加を図ります。

ＪＲ芸備線・木次線利用促進事業
１，５１３万円

　芸備線再構築協議会で再構築に向け
て協議が始まったＪＲ芸備線につい
て、ＪＲ通学定期券の購入費用を補助
するとともに、ＪＲ通学の利用状況や
ニーズを把握するなど、新たな事業に
よる新規利用者の掘り起こしを図るほ
か、木次線を含めた利用促進につなが
る取り組みを展開します。

保育所ＩＣＴシステムの導入
２，２４７万円【新規】

　保護者との連絡、園児情報や健診
履歴など保育関連業務に特化した
ＩＣＴシステムを導入することで、
園児の登園および降園の確実な把握
や、保育情報の共有による保育サー
ビスの充実を図ります。

「暮らしの安心」のいちばん

●市道沿い森林等環境整備事業 2,000万円 ●生活困窮者などの支援 1,673万円 ●庄原市の医療に係る調査事業 398万円

庄原いちばんづくり留学事業
４，１７５万円【新規】

　全国の若者に本市を「知ってもら
い・来てもらい」、仕事や暮らしに挑
戦・体験してもらう「庄原いちばん
づくり留学」を実施。参加者と市、地
域の人たちと一緒に地域の活性化に
向けた取り組みを進めるとともに、
本市への移住を促し「選んでもらう」
ことで、人口減少の抑制を図ります。

至学館大学との包括連携協定に基づく連携事業
４７４万円【新規】

　至学館大学と令和５年６月に締結
した包括連携に関する協定に基づ
き、同大学の強みである「健康づく
り」や「アスリート育成」などの分野
における相互連携を図るとともに、
連携内容に関する意見交換を行うこ
とで、今後取り組む事業を検討して
いきます。

庄原ファンクラブ事業
７６１万円

　若者会員の増加に向け、LINE など
の情報発信ツールを活用した取り組
みを強化するとともに、会員相互の
交流イベントや会員への新たな特典
の拡充などの取り組みを進めること
で、関係人口の創出による活力のあ
るまちづくりを目指します。

「にぎわいと活力」のいちばん

●アウトドア施設整備事業 6,296万円　●交流宿泊施設整備事業 2億3,502万円 ●自治振興区の運営支援 2億6,929万円

歳　入 　　　　　　　　　

取 組 項 目 目標額 当初予算
取組効果額

市税 1,110万円 1,074万円

未利用財産の利活用など 400万円 259万円

ふるさと応援寄附金 300万円 300万円

歳入合計（A） 1,810万円 1,633万円

歳　出　　　　　　　　　　　

取 組 項 目 目標額 当初予算
取組効果額

繰出金 ▲1,324万円 ▲1,937万円
公債費 ▲5,126万円 ▲5,126万円
普通建設事業
充当一般財源 ▲2,000万円 ▲843万円

歳出合計（B）▲8,450万円▲7,906万円

効果額および目標額の合計  

合　計 目標額 当初予算
取組効果額

合計（B-A）▲１億260万円 ▲9,539万円

第２期持続可能な財政運営プランによる取組効果額
令和６年度当初予算における第２期持続可能な財政運営プラン～後期実施計画～による取組効果額は次のとおりです。

令和５年度庄原市小・中学校一斉学力調査から（１月11日～ 17 日実施）令和５年度庄原市小・中学校一斉学力調査から（１月11日～ 17 日実施）

教育指導課指導係　☎ 0824-73-1184教育指導課指導係　☎ 0824-73-1184

「主体的・対話的で深い学び」の「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善実現に向けた授業改善

　市教育委員会は、市内小・中学校の児童生徒を対象に、「庄原市小・中学校一斉学力調査」を行いました。
　本調査は、児童生徒一人一人に「基礎・基本の力」や「活用する力」が定着しているかを全国的な視野
で把握し、各学校での授業改善や学習指導の充実を図ることを目的としています。
　実施教科は次のとおりです。
▶小学１・２年生…国語・算数   　　　　　　  ▶小学３・４・５年生…国語・社会・算数・理科
▶小学６年生…国語・社会・算数・理科・英語
▶中学１・２年生…国語・社会・数学・理科・英語

　結果はグラフのとおりです。全学年・全教科において、全国平均正答率を
上回っており、おおむね学力は定着しているといえます。児童生徒の学ぶ意
欲を高める学習課題や問いかけの工夫、一人一人が考え、お互いの考えを伝
え合う授業の組み立てを行うなど、取り組みの成果が見られました。
　これからも各学校では、児童生徒一人一人の結果を全教職員で共有し、児
童生徒のさらなる学力の向上に向けて改善計画を立てるとともに、「主体的・
対話的で深い学び」の実現に向け、交流や議論を通して思考を深める授業内
容の工夫・改善に取り組んでいきます。

各教科の平均正答率各教科の平均正答率
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　令和５年度 庄原市ふるさと功労賞授与式・庄原市表彰式を３月 24 日、市役所本庁舎で開催しました。
　ふるさと功労賞は、文化、スポーツ、社会貢献などで市民生活に夢と希望を与え、庄原市の名を高めた人を顕
彰する制度として平成 20 年度に創設。令和５年度は、スポーツ功労として４人に授与しました。
　庄原市表彰は、献血を 30 回以上達成した人、本市へ多額の浄財を寄付した人、多年にわたり各委員を務めた人、
消防団員を 25 年以上務めた人、合わせて 45 人の表彰を決定し、表彰式には９人が出席。また、本年度の消防
団員への表彰は、1 月 14 日に行われた消防出初式で行いました。　
　表彰式では、出席者一人一人に表彰状と記念品を贈りました。

多年にわたり市に貢献
令和５年度『ふるさと功労賞授与式』『庄原市表彰式』を開催

令和５年度『庄原市ふるさと功労賞授与式』『庄原市表彰式』を開催

総務課秘書係　☎0824-73-1125総務課秘書係　☎0824-73-1125
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住民税の定額減税って、住民税の定額減税って、
いつから減税されるの？いつから減税されるの？

税務課市民税係　☎0824-73-1146税務課市民税係　☎0824-73-1146

　令和 5 年 12 月 22 日、令和 6 年度税制改正大網が閣議決定され、令和 6 年度個人住民税の定額減税が実
施されることになりました。

　令和６年度の個人住民税（所得割）が課税される人のうち、合計所得金額が 1,805 万円以下の人

　納税者本人の住民税の定額減税額は、次の合計額になります。ただし、その合計額が住民税所得割額を超
える場合は、住民税所得割額が限度額となります。
１．納税者本人　1 万円
２．控除対象配偶者または扶養親族　1 人につき 1 万円（国外居住者を除く）　
　　（例）納税者と控除対象配偶者、扶養の子ども１人の場合
　　　　納税者本人（１万円）＋控除対象配偶者（１万円）＋扶養の子ども（１万円）＝３万円

特別徴収（給与天引き）の人
　定額減税後の税額は、徴収開始月である令和６年６月分は徴収せず、７月分から翌年５月分までの 11 月
分割で給与天引きします。（定額減税が適用されない人は通常通り６月から徴収）

普通徴収（納付書や口座振替など）の人
　定額減税前の税額を基に算出した、第１期分の納付額から定額減税額を控除し、その差額を納付していた
だきます。また、第１期分で控除しきれない場合は、第２期分以降の納付額から順次控除します。

年金特別徴収（年金天引き）の人
　定額減税前の税額を基に算出した、令和 6 年 10 月分の年金天引き分から定額減税額を控除し、差額を年
金から天引きします。また、10 月分から控除しきれない場合は、12 月分以降の特別徴収税額から順次控除
します。

※減税は、住宅ローン控除や寄付金（ふるさと納税など）控除など、税額控除への影響はありません。

   対象者

   減税額

   定額減税後の住民税の支払い方法

　３月 26 日、第１回芸備線再構築協議会が広島市（ホテルメルパルク広島）で開催され、本市を含む芸備線　３月 26 日、第１回芸備線再構築協議会が広島市（ホテルメルパルク広島）で開催され、本市を含む芸備線
沿線自治体やＪＲ西日本などの関係者が出席しました。人口減少などによって、ローカル鉄道を取り巻く環境沿線自治体やＪＲ西日本などの関係者が出席しました。人口減少などによって、ローカル鉄道を取り巻く環境
は大きく変化している中、国は昨年「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正により、再構築協は大きく変化している中、国は昨年「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正により、再構築協
議会を創設し、法施行後、全国で初めて芸備線再構築協議会を設置しました。議会を創設し、法施行後、全国で初めて芸備線再構築協議会を設置しました。

～第１回芸備線再構築協議会～～第１回芸備線再構築協議会～

地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171
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容

　

第
１
回
の
会
議
で
は
、
協
議
会
の
規
約
な

ど
が
承
認
さ
れ
、
議
長
で
あ
る
国
土
交
通
省

中
国
運
輸
局
長
か
ら
、
協
議
会
の
今
後
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
芸
備
線
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
芸
備
線
の
特
定
区
間

（
備び

っ
ち
ゅ
う中
神こ

う
じ
ろ代
～
備
後
庄
原
間
）に
つ
い
て
、「
廃

止
あ
り
き
・
存
続
あ
り
き
」
と
い
っ
た
前
提

を
置
か
ず
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
な
ど
に
基
づ

き
、
鉄
道
の
維
持
や
高
度
化
ま
た
は
バ
ス
な

ど
へ
の
転
換
と
い
っ
た
方
針
の
策
定
に
向

け
、
関
係
者
で
議
論
や
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

承
認
事
項

▪
芸
備
線
再
構
築
協
議
会 

規
約

▪
芸
備
線
再
構
築
協
議
会 

幹
事
会
規
約

▪
芸
備
線
再
構
築
協
議
会 
財
務
規
程

今
後
の
流
れ

　

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
か
ら
、
当
面
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
イ
メ
ー
ジ
）
が
次
の
と
お

り
提
示
さ
れ
、
構
成
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

▼
５
月
上
～
中
旬　

第
１
回
幹
事
会

　

※
幹
事
会
は
、
順
次
開
催
予
定

▼
秋
頃　

第
２
回
芸
備
線
再
構
築
協
議
会

▼
令
和
７
年
３
月
頃　

第
３
回
芸
備
線
再
構

　

築
協
議
会

協
議
会
で
の
市
の
意
見

　

市
は
構
成
員
か
ら
の
意
見
と
し
て
、
次
の

と
お
り
発
言
し
ま
し
た
。

▪
芸
備
線
は
、
高
校
生
や
高
齢
者
な
ど
、

交
通
手
段
を
持
た
な
い
市
民
の
移
動
を
支

え
る
上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
輸
送

資
源
で
あ
る

▪
全
国
に
つ
な
が
る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
本
市
が
長
期
的
な
視
点
で
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
を
進
め
る
上
で
、
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る

▪
協
議
会
で
の
議
論
は
、
芸
備
線
の
一
部

区
間
の
将
来
に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、

沿
線
自
治
体
の
地
域
振
興
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
と
認
識
し
て
い
る

▪
全
国
初
で
設
置
さ
れ
た
協
議
会
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
本
来
は
、
国
土
交
通
省

に
お
い
て
、
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
向

性
を
は
じ
め
、
内
部
補
助
や
鉄
道
の
果
た

す
役
割
な
ど
、
議
論
の
基
盤
と
な
る
考
え

方
を
共
有
し
た
上
で
、
個
別
の
区
間
の
議

論
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

▪
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

赤
字
か
ら
経
営
努
力
に
よ
り
黒
字
へ
と
転

換
す
る
中
で
、
引
き
続
き
内
部
補
助
に
よ

り
路
線
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い

と
さ
れ
る
理
由
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い

▪
人
口
減
少
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
過
疎

地
域
に
お
い
て
、
鉄
道
の
大
量
輸
送
性
の

み
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
価

値
や
役
割
を
見
出
し
、
評
価
す
る
た
め
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

▪
本
市
は
、「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」

の
「
旅
客
数
や
収
支
だ
け
で
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、
利
用
者
や
地
域
に
与
え
る
影

響
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
て
総
合
的
に
判

断
す
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
を
踏
ま
え
、

交
流
人
口
の
増
加
や
地
域
産
業
の
活
性
化

に
資
す
る
実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

▪
特
定
区
間
に
存
す
る
自
治
体
と
し
て
、

日
常
利
用
の
利
便
性
向
上
に
加
え
、
他
の

交
通
モ
ー
ド
（
交
通
手
段
）
に
代
え
が
た

い
人
口
減
少
対
策
上
の
新
た
な
価
値
や
役

割
を
最
大
限
追
求
し
て
い
き
た
い
。
前
提

を
置
か
ず
に
し
っ
か
り
と
細
か
く
議
論
を

さ
せ
て
も
ら
い
た
い

協議会で発言する大原直樹副市長

市
の
再
構
築
協
議
会
に　
　
　

関
す
る
対
応
や
利
用
促
進　
　

の
取
り
組
み
は
こ
ち
ら

詳
し
い
内
容
や
当
日
の
資
料
は
、　

中
国
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ４月 ５月

対象の人 税額（定額減税は７月から開始）

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

６月（第１期分） ８月（第２期分） 10月（第３期分） １月（第４期分）

６月（第１期分） ８月（第２期分） 10月（第３期分） １月（第４期分）

本徴収税額（仮徴収分を除いた年税額を３期分徴収）

　　　　　　　　本徴収税額（定額減税は10月から）

仮徴収税額（前年の年税額の1/2を３期分徴収）

仮徴収税額

税額

税額（定額減税は6月から）

ひととひと まちとまちをつなぐ芸備線ひととひと まちとまちをつなぐ芸備線

広報しょうばら／ 2024.5　10 11　2024.5 ／広報しょうばら



区　分
医療給付分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

（40～64歳の人）

令和5年度 令和６年度令和６年度 令和５年度 令和６年度令和６年度 令和５年度 令和６年度令和６年度

所得割の税率
（前年中の所得に応じて計算） 6.63％ 7.00％7.00％ 2.48％ 2.62％2.62％ 1.97％ 2.02％2.02％

均等割額
（１人当たりの負担額） 28,500円 30,400円30,400円 10,400円 11,100円11,100円 10,100円 10,200円10,200円

世帯平等割額
（１世帯当たりの負担額） 18,400円 19,100円19,100円 6,700円 7,000円7,000円 5,000円 5,000円5,000円

賦課限度額
（１世帯当たりの賦課額の上限） 650,000円 650,000円650,000円 220,000円 240,000円240,000円 170,000円 170,000円170,000円

　国民健康保険は毎年、県から市町ごとに納めるべき「保険料（税）総額」および目安となる「標準保険料率」
が示されます。この「保険料（税）総額」を確保できるように、各市町が税率を算定しています。
　広島県では、県内で統一した税率（統一保険料率）にすることを目指しており、本年度からは統一保険料率に
市町ごとの収納率を反映した準統一保険料率となる予定でしたが、「保険料（税）総額」が昨年度と比べて大幅
な引き上げとなったため、見送られました。
　本市の保険税率も大幅な引き上げとなる状況でしたが、物価高など地域経済が厳しい情勢にあることを考慮し、

「国民健康保険財政調整基金」を活用することで、税率の急激な引き上げを抑制することとしました。
　今後は、統一保険料率の実現までの期間を各市町の調整期間とされたため、県が示す水準に向けて段階的に移
行する調整を行います。

　国民健康保険は、加入者が国民健康保険税を負担することにより、加入者の保険医療費をまかなう相互扶助の
制度です。本年度の国民健康保険の保険税率は表のとおりです。国民健康保険財政調整基金を活用し、急激な引
き上げを抑制した改定としています。
※保険税額の決定通知は、７月中旬ごろ世帯主宛てにお送りします。

　国民健康保険は、加入者の皆さんが病気やけがをしたときに、安心して医療を受ける
ための制度です。医療費の高騰などが続けば、県全体で保険税の引き上げが必要となり
ます。
　医療費の節約のためにも、日頃から下記の取り組みや健康づくりを心掛けましょう。

◆多剤服用を避けましょう
　多くの薬を服用していることで、副作用を起こし
たり、きちんと薬が飲めなくなったりする状態を「ポ
リファーマシー」といいます。多くの種類の薬を服
用したことで、体調に異変などを感じた場合は、医
師や薬剤師に相談してみましょう。また、「お薬手帳」
は１人１冊にまとめましょう。携帯アプリの「電子
版お薬手帳」もありますので、ご活用ください。

◆セルフメディケーションを意識しましょう
　セルフメディケーションとは、「自分自身の健康
に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てす
ること」です。健康管理や疾病予防に取り組み、軽
度な体調不良のときには、ＯＴＣ医薬品（処方箋な
しで購入できる市販薬）も使用しましょう。
※症状が改善しない場合は医療機関などに相談して
ください。

●保険税率改定の考え方●保険税率改定の考え方

●将来にわたって安定的に運営していくために●将来にわたって安定的に運営していくために

＜国民健康保険税の税率表＞

国民健康保険のお知らせ

保険税率を改定しました 保健医療課国保年金係
☎0824-73-1158

自分の健康を自分で守るためにも、年１回の特定健診を受け健康状態を知りましょう！

庄原市糖尿病予防
キャラクター

「腹ハッチー」

庄原市高血圧予防
キャラクター

「ショーショー鳥」

庄原市職員採用試験庄原市職員採用試験
令和６年度（早期募集）を実施します令和６年度（早期募集）を実施します

■試験日程

■応募資格

第一次
試　験

第二次
試　験

総務課職員係☎0824-73-1122

詳しい募集要項や
応募方法はこちら

市ホームページ

募集職種 採用予定日募集期間 採用人数

一般事務職 ８月１日㈭から５月15日㈬まで 若干名

試験日　５月 26 日㈰
試験会場　庄原市役所本庁舎
試験科目　教養試験、作文試験、性格特性検査

平成６年４月２日から平成 18 年４月１日までに生まれた人

試験日　６月中旬（予定）
　　　　※一次試験合格者へ別途通知します
試験科目　個別面接試験（予定）

広報しょうばら／ 2024.5　12 13　2024.5 ／広報しょうばら



　　　庄原警察署からのお知らせ

庄原警察署☎0824-72-0110

特
殊
詐
欺
が
発
生
！
み
ん
な
の

力
で
特
殊
詐
欺
ゼ
ロ
へ
！

　

本
年
３
月
、
本
市
で
特
殊
詐
欺

被
害
が
発
生
し
、
現
金
な
ど
が
だ

ま
し
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
手
口
は
、
市
役
所
職
員
を

名
乗
る
者
が
電
話
で
「
保
険
の
還

付
金
が
あ
る
」
な
ど
と
言
い
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
『
還
付
金
詐

欺
』
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画

サ
イ
ト
の
閲
覧
中
に
、
突
然
「
登

録
完
了
」
の
画
面
が
現
れ
、
連
絡

先
に
電
話
を
す
る
と
利
用
料
金
や

退
会
料
金
を
請
求
さ
れ
る
『
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
詐
欺
』
で
す
。

　

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、

▼
不
審
な
画
面
、
メ
ー
ル
な
ど

　

は
無
視
す
る
！

▼
慌
て
て
、
表
示
さ
れ
た
電
話

　

番
号
に
連
絡
し
な
い
！

▼
即
断
よ
り
も
相
談
！
必
ず
誰

　

か
に
相
談
す
る
！

な
ど
、
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
他
に
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
フ

リ
ー
ズ
さ
せ
た
り
、手
紙
・
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
り

し
て
架
空
の
料
金
を
請
求
し
、「
裁

判
を
起
こ
す
」
な
ど
と
不
安
を
あ

お
っ
て
現
金
や
電
子
マ
ネ
ー
を
要

求
す
る
こ
と
な
ど
も
、
主
な
詐
欺

の
手
口
で
す
。

《
オ
ト
モ
ポ
リ
ス
》
で
安
心
安
全

広
島
県
警
察
防
犯
ア
プ
リ

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域

で
、
ど
ん
な
事
件
・
事
故
が
起
き

て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

広
島
県
警
察
安
全
安
心
ア
プ

リ
「
オ
ト
モ
ポ
リ
ス
」
は
、
生
活

圏
内
で
発
生
し
て
い
る
事
件
や
事

故
、
不
審
者
情
報
な
ど
を
マ
ッ
プ

で
一
覧
で
き
る
機
能
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の

機
能
や
痴
漢
、
不
審
者
対
策
の
機

能
な
ど
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
安
全
安
心
の
オ
ト
モ
と
し
て
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

な毎日のためにな毎日のために

国民健康保険・後期高齢者医療制度　
６月から入院時の食事代の標準負担額が変わります

　保健医療課医療予防係☎0824-73-1155　国保年金係☎0824-73-1158
　

６
月
か
ら
、
入
院
時
の
食
事
代

の
標
準
負
担
額
が
表
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

入
院
時
の
食
事
代
の　
　
　

標
準
負
担
額
と
は

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
入
院
し
た

際
に
、
診
療
や
薬
に
か
か
る
費
用

と
は
別
に
、
食
事
代
と
し
て
自
己

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
１
食
当
た

り
の
金
額
の
こ
と
で
す
。
こ
の
金

額
は
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。

手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す

　

住
民
税
課
税
世
帯
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
と
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
の

人
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
申
請
が
必

要
で
す
。

※
た
だ
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
医

療
機
関
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
ま

た
は
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
情

報
提
供
に
同
意
す
れ
ば
、「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
申
請
・
提
示
を
し
な
く
て

も
、
標
準
負
担
額
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
各
医
療
機
関
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

申
請
窓
口

国
民
健
康
保
険
の
場
合

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
室

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
場
合

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
室

■入院時の食事代の標準負担額（１食当たり）

所得区分
標準負担額（１食当たり）

令和６年５月まで 令和６年６月から

住民税課税世帯 460円 　　490円※２

住民税非課税世帯
低所得Ⅱ

90日までの入院 210円 230円
長期入院該当（過去12ヵ月
で90日を超える入院）※１ 160円 180円

低所得Ⅰ（住民税非課税世帯かつ一定所得以下） 100円 110円
※１　「長期入院該当」の標準負担額とするには、申請が必要です。
※２　指定難病や小児慢性特定疾病など（県が交付する「特定医療費（指定難病）受給者証」や「小児
　　　慢性特定疾病受給者証」を持っている人）で入院する人は、１食当たり280円となります。

　庄原市出産・子育て応援ギフト支給事業

ほのぼのネット☎0824-73-1214
　

市
は
、
県
が
「
広
島
県
出
産
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を

構
築
・
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
令
和
５
年
度
ま
で
の
支
援
金
の
支
給
を

変
更
し
、「
庄
原
市
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
支
給
事
業
」と
し
て
、出
産
・

子
育
て
関
連
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
交
換
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
を
支
給
し
ま

す
。支

給
内
容

▼
出
産
応
援
ギ
フ
ト

　

妊
娠
届
出
時
（
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
）
に
面
談
し
、
妊
婦
ご
本

人
へ
５
万
円
相
当
額
の
ク
ー
ポ
ン

を
支
給
し
ま
す
。

▼
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

　

新
生
児
訪
問
時
に
面
談
を
行

い
、
養
育
者
の
人
へ
子
ど
も
１
人

当
た
り
５
万
円
相
当
額
の
ク
ー
ポ

ン
を
支
給
し
ま
す
。

必
要
な
手
続
き

　

面
談
後
に
、
自
身
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な

い
場
合
は
、
申
請
書
に
よ
り
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

「特定不妊治療費補助金」の制度を拡充しました

保健医療課母子保健係☎0824-73-1214
　

市
は
、
不
妊
治
療
を
し
て
い
る

人
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
助
成
の
範

囲
を
拡
充
し
ま
し
た
。

補
助
の
対
象
と
な
る
治
療

【
現
行
】

　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
や

顕
微
授
精
等
）
に
併
せ
て
行
っ
た

保
険
適
用
外
の
先
進
医
療

【
拡
充
内
容
】

　

４
月
１
日
以
降
に
開
始
し
た
特

定
不
妊
治
療
の
う
ち
、
先
進
医
療

を
併
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
来

保
険
適
用
と
な
る
特
定
不
妊
治
療

も
含
め
全
額
自
己
負
担
と
な
っ
た

治
療対

象
者　

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
広
島
県

特
定
不
妊
治
療
支
援
事
業
の
助
成

決
定
を
受
け
た
人

助
成
金
額

【
現
行
】

　

１
回
の
治
療
に
つ
き
、
自
己
負

担
額
か
ら
広
島
県
の
助
成
額
（
上

限
５
万
円
）
を
控
除
し
た
額
に
対

し
、
上
限
15
万
円

【
拡
充
内
容
】

　

全
額
自
己
負
担
と
な
っ
た
治
療

費
の
7
割
か
ら
広
島
県
の
助
成
額

（
治
療
内
容
に
よ
り
上
限
30
万
円

ま
た
は
10
万
円
）
を
控
除
し
た
額

に
対
し
、
上
限
５
万
円

対
象
年
齢
・
助
成
回
数　

　

治
療
期
間
の
初
日
に
お
け
る
妻

の
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
補
助
対
象
年
齢
は
43
歳

未
満
）

▼
40
歳
未
満

子
ど
も
１
人
に
つ
き
６
回
ま
で

▼
40
歳
以
上

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
回
ま
で

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
母
子
保
健
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４

次の商品やサービスと交換できます（一例）
妊娠・出産関連用品 マタニティウェア、授乳パジャマ

乳幼児衣料品 肌着、ベビー服、靴下、よだれかけ

育児消耗品 ミルク、離乳食、おむつ、おしりふき

育児日用品 ベビーカー、ベビーチェア

多胎児用品 多胎児用ベビーカー、多胎児用抱っこ紐

家事・育児生活支援品 ベビーモニター、掃除ロボット、時短家電

家事・育児サービス 家事支援・育児支援サービス、ベビーシッター
育児用品レンタルサービス

https://fs.hiroshima-josanshikai.com/

専門の相談員（助産師）が対応します

電話相談・FAX相談・電子メール・妊活セミナー・
面談相談・妊活交流会・心理士面談相談

不妊・不育で悩んでいる人へ・・・不妊・不育で悩んでいる人へ・・・
ひとりで悩まずご相談くださいひとりで悩まずご相談ください

広島県　不妊専門相談センター 検  索

出産応援ギフト
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本
市
か
ら
広
島
の
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム
へ
、
熱
い
声
援
を
チ
ー
ム

へ
届
け
て
き
た
「
庄
原
市
カ
ー
プ

応
援
隊
」。
本
年
で
結
成
か
ら
20

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

20
年
前
の
そ
の
当
時
、
チ
ー
ム

の
本
拠
地
や
キ
ャ
ン
プ
地
で
は
な

い
地
域
で
、
市
民
を
主
体
と
し
た

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
団
が
結
成

さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
全
国
で
も

あ
ま
り
例
が
な
い
こ
と
で
し
た
。

　

20
年
の
節
目
を
記
念
し
て
、
カ

ー
プ
応
援
隊
の
取
り
組
み
や
、
カ

ー
プ
応
援
隊
に
関
わ
り
の
あ
る
人

の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

カ
ー
プ
応
援
隊
と
は

　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
の
外
野
年
間
指
定
席
40
席
を

買
い
取
り
、
本
市
か
ら
貸
し
切
り

の
観
戦
バ
ス
を
利
用
し
て
応
援
に

行
く
取
り
組
み
で
す
。
商
工
団
体

や
交
通
事
業
者
、
観
光
関
係
者
、

市
な
ど
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
賛
同
す
る
企
業
や

個
人
か
ら
協
賛
な
ど
を
受
け
、
自

分
で
チ
ケ
ッ
ト
と
バ
ス
を
手
配
す

る
よ
り
も
安
く
観
戦
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
参
加
人
数
が
少
な
い
試
合
は
、

高
速
乗
合
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

カ
ー
プ
応
援
隊
の
取
り
組
み

　

毎
試
合
の
観
戦
ツ
ア
ー
の
ほ

か
、
庄
原
の
特
産
品
販
売
や
Ｐ
Ｒ

を
行
う
「
庄
原
デ
ー
」、
本
市
と

春
季
キ
ャ
ン
プ
地
の
宮
崎
県
日
南

市
、
２
軍
本
拠
地
の
山
口
県
岩
国

市
（
由
宇
町
）
と
合
同
で
「
３
市

町
合
同
物
販
」
を
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
国
営
備
北
丘
陵
公
園
に

カ
ー
プ
の
若
手
選
手
を
招
く
「
ふ

れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
た

り
、
日
南
キ
ャ
ン
プ
へ
の
激
励
訪

問
な
ど
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

カ
ー
プ
と
本
市
を
つ
な
ぎ
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ー
プ
応
援
隊
の
始
ま
り
は
、

平
成
16
年
に
起
き
た
球
界

再
編
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

そ
の
当
時
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ

は
、
球
団
消
滅
の
危
機
も
噂
さ
れ
、

「
た
る
募
金
」
が
行
わ
れ
た
時
期
で

し
た
。

　

庄
原
市
で
も
、
た
る
募
金
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
市
内
の
有
志
の

間
で
「
お
金
だ
け
集
め
て
も
仕
方

な
い
。
空
席
が
多
い
球
場
を
少
し

で
も
埋
め
て
、
球
場
を
赤
く
し
よ

う
」
と
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
備
北
交
通
が
バ
ス
を
出
し
、

バ
ス
１
台
相
当
の
40
席
分
の
年
間

指
定
席
を
購
入
し
て
応
援
に
行
こ

う
と
い
う
構
想
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
最
初

に
球
団
に
相
談
し
た
と
き
、
特
典

と
し
て
毎
試
合
サ
イ
ン
入
り
の
ボ

ー
ル
を
１
つ
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

カ
ー
プ
応
援
隊
に
参
加
し
よ
う

　

観
戦
ツ
ア
ー
は
、
電
話
と
窓
口

で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

参
加
費

中
学
生
以
上

平
日　

５
５
０
０
円

土
・
日
・
祝
日　

６
５
０
０
円　

３
歳
～
小
学
生

一
律　

３
５
０
０
円

※
３
歳
未
満
は
無
料
、
座
席
な
し

そ
の
他

　

空
席
情
報
や
観
戦
ツ
ア
ー
の
詳

細
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
登
録
す
る
と
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

お
知
ら
せ
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

窓
口

備
北
交
通
た
び
館

（
Ｊ
Ｒ
備
後
庄
原
駅
前
）

連
絡
先

カ
ー
プ
応
援
隊
専
用
電
話

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
９
１
９

カ
ー
プ
応
援
隊
の
絆
は
庄
原
市
の
宝

カ
ー
プ
応
援
隊
結
成
時
の
メ
ン
バ
ー

備
北
交
通
代
表
取
締
役

山や
ま
ね根　

英ひ
で
の
り徳

さ
ん

シ
ー
ズ
ン
終
了
後
に
は
、
球
団
か

ら
「
オ
ー
ナ
ー
が
庄
原
市
を
訪
問

し
ま
す
」
と
連
絡
が
あ
っ
て
驚
き

ま
し
た
。後
か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、

球
団
と
し
て
も
本
当
に
苦
し
い
時

期
で
、
庄
原
市
の
取
り
組
み
に
心

か
ら
感
激
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で

す
。
松ま

つ
だ田
元は

じ
めオ
ー
ナ
ー
が
庄
原
市

長
を
訪
問
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
庄
原

市
と
球
団
の
絆
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

と
は
言
え
、
ス
タ
ー
ト
は
苦
し
い

も
の
で
し
た
。
な
か
な
か
参
加
者

が
集
ま
ら
ず
、
最
初
の
年
は
私
も

20
回
以
上
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
手
探
り
の
取
り
組
み
で

し
た
が
、
応
援
隊
も
気
付
け
ば
20

年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

た
く
さ
ん
の
協
力
や
参
加
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
庄
原
市
の
皆
さ
ん
と
カ
ー
プ
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

カ 庄原市カープ応援隊結成20周年

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

庄
原
は
心
が
通
い
合
う
特
別
な
場
所

広
島
東
洋
カ
ー
プ
オ
ー
ナ
ー　

松ま
つ
だ田 
元は

じ
めさ
ん

か
ら
20
年
前
の
旧
市
民
球

場
の
時
代
、
年
間
指
定
席

を
売
る
の
は
、
本
当
に
大
変
で
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
庄
原
市
で
「
カ

ー
プ
応
援
隊
」
と
い
う
組
織
が
立

ち
上
が
り
、
40
席
の
年
間
指
定
席

を
買
い
た
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
40
席
は
、
球
団
と
し
て

も
の
す
ご
く
大
き
か
っ
た
で
す
。

庄
原
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
1
時
間

30
分
を
掛
け
て
バ
ス
に
乗
り
、
応

援
に
来
て
く
れ
る
と
は
、
夢
に
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
、
こ
れ
は
お
礼
を
言
い

に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、

庄
原
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の

時
に
「
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
し
て

く
れ
た
の
だ
か
ら
、
我
々
も
何
か

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。

　

カ
ー
プ
は
「
地
域
に
育
て
ら
れ

た
球
団
」
と
い
う
気
持
ち
を
常
に

持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
地
域
や
自

治
体
と
つ
な
が
る
「
つ
て
」
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
作
っ

て
く
れ
た
の
が
庄
原
市
で
す
。
庄

原
市
が
き
っ
か
け
で
、
他
の
地
域

や
自
治
体
と
の
関
係
も
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
カ
ー
プ
と
縁
が
で
き
る
前

か
ら
、
松
田
家
は
庄
原
市
と
縁
が

あ
り
ま
す
。
私
の
父
は
昔
、
３
輪

自
動
車
を
売
る
た
め
に
自
分
で
運

転
し
て
、
庄
原
市
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
庄
原
市
の
七
塚
原
で
四
葉

の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
取
っ
て
帰
り
、
幸

運
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
名
刺

入
れ
に
入
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

庄
原
市
は
、
カ
ー
プ
や
松
田
家

が
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
助
け
て
く

れ
る
源
で
あ
る
と
私
は
感
じ
て
い

ま
す
。
困
っ
た
時
に
手
を
差
し
伸

べ
て
く
れ
る
場
所
。
カ
ー
プ
に
と

っ
て
も
、
松
田
家
に
と
っ
て
も
心
が

通
い
合
う
特
別
な
場
所
で
す
。
で

す
の
で
、
庄
原
市
へ
の
お
手
伝
い

は
最
優
先
で
考
え
て
い
ま
す
。
私

が
引
退
し
た
後
も
こ
の
心
が
残
る

よ
う
に
若
い
職
員
に
も
聞
か
せ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

カ
ー
プ
応
援
隊
な
ど
を
利
用
し
て
、

球
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
カ
ー
プ
球
団
は
、
こ
れ
ま
で
市

内
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
カ
ー
プ
選
手

の
派
遣
や
カ
ー
プ
グ
ッ
ズ
の
提
供
、

関
係
団
体
へ
の
寄
付
な
ど
、
多
大

な
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

今

マツダスタジアムで実施した合同物販

ホームページ公式LINE
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●市内のイベントやまちの話題をお届けします。行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322

●市内のイベントやまちの話題をお届けします。行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322
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カメラレポート

Camera ReportCamera Report
カメラレポート

  SHISEI  Topics

　市政トピックス 　市政トピックス 

対談企画から指導が実現

満開の桜の中、開催

食事を通じて交流

東城に春を告げるイベント

　元広島東洋カープの達川光男さんが実業訪問・3/17

　第 8 回庄原さくらフェスティバル・4/7

　子ども食堂「ひまわり食堂」・3/20

　東城まちなみ春まつり・4/6 ～ 8

　元広島東洋カープの達
た つ か わ

川光
み つ お

男さんが、庄原実業高の
硬式野球部を訪問し、野球の指導が行われました。
　これは、同校野球部が昨秋の県大会で45 年ぶりに
ベスト８入りしたことを記念し行われた、木山耕三市
長と達川さんとの新春特別座談会がきっかけで実施さ
れたものです。当日は、バッティングフォームの確認や
ピッチング、走塁の指導などが行われ、部員一人一人が
真剣に練習に取り組んでいました。
　特にキャッチャーの捕球練習では、捕手出身の達川
さんらしい入念な指導が行われ、基礎練習から応用ま
で、プロ目線の的確なアドバイスを受けました。

　上野総合公園で庄原さくらフェスティバルが開催さ
れ、子どもから大人まで約１万５千人が来場しました。
　会場では、吹奏楽の演奏やダンスなどのステージイ
ベントが行われたほか、過去最高となる約100 店舗の
出店があり、多くの人でにぎわいました。
　また、天井が開く２階建てのバス（オープントップ
バス）も運行され、乗車した人は上野池の満開の桜を楽
しんでいました。
　来場者は「天井の空いたバスに初めて乗った。天気
も良く桜も満開で、とてもきれいだった。いい思い出に
なった」と話しました。

　総領町で子ども食堂「ひまわり食堂」が開催されま
した。
　初開催となった今回は、地域の皆さんによるオカリ
ナ演奏などの開会セレモニーが行われ、参加者は演奏
を楽しみました。その後、地元産の米や野菜を使った
ハンバーグ定食を提供し、来場した子どもたちは、笑
顔で食事を楽しみました。
　主催した、ひまわり食堂実行委員会代表の中

な か ま

間幸
さ ち こ

子
さんは「食のありがたみを感じながら、地域の人が元
気になっていく・仲良くなっていく場を作りたいと思
い開催した」と話しました。ひまわり食堂は、今後毎
月 1 回開催される予定です。

　東城に春の訪れを告げる東城まちなみ春まつりが、夢
街道ルネサンス認定地区に認定された「街道東城路」で
開催されました。
　オープニングイベントでは、地元東城町の画家である
奥
お く だ

田敏
と し お

雄さんと東城小の児童によるライブペインティン
グが行われ、多くの人でにぎわいました。
　また、街道沿いの商店や民家では、代々伝わるひな人
形や生け花などが飾られ、町の景色を彩りました。
　期間中には、東城高の生徒による東城応援隊が、ヒノキ
玉磨きワークショップやボランティアガイドを行い、東
城川沿いの桜も満開を迎え、訪れた人は思い思いのまち
なか散策を楽しんでいました。

№3

№1

№4

№2

▲食事を楽しむ参加者

▲ライブペイントをする東城小の児童

▲捕球練習をする野球部の皆さん

▲オープントップバスで桜を楽しむ参加者

町を彩るひな人形
　明寿会ひな祭り・3/21 ～ 25

　旧暦の桃の節句を前に、西城町の中心商店街付近の空
き家と民家にひな人形を飾る「ひな祭り」が開催されま
した。
　このひな祭りは、地元の老人クラブ明

みょうじんちょう

神町明
みょうじゅかい

寿会が主
催し、各家庭で使われなくなった出雲人形や三次人形、
ひな人形の寄贈を受け、飾っているものです。さまざまな
時代のひな人形が、部屋一面に飾られるとともに、お弁
当やおでんなどの食べ物に模した作品も添えて、ひな人
形たちの宴会風景をイメージした作品が展示されまし
た。
　同会の会長である伊

だ て

達榮
しげゆき

之さんは「春らんまんをイ
メージして展示した。このひな人形を見て、地域の皆さ
んが笑顔になってほしい」と話しました。

芸能・音楽団体が華やかに競演
　けんみん文化祭備北地区フェスティバル庄原大会・3/17

　けんみん文化祭備北地区フェスティバル庄原大会
が、庄原市民会館で開催されました。
　この大会は、県内の豊かな自然と伝統に育まれた文
化の発掘、継承、育成を図ることを目的に、県民の文化
活動の発表、鑑賞、交流の場として平成３年から毎年開
催されている「けんみん文化祭ひろしま」の地区予選
を兼ねて開催されています。
　今回は、庄原市文化協会に所属する合唱や大正琴、東
城中学校吹奏楽部などの市内20 団体、約200 人が出
演し、多彩なステージが繰り広げられました。
　閉会式では審査結果が発表され、４部門で「けんみ
ん文化祭ひろしま’24」への出場団体が決定すると会場
は大きな拍手に包まれました。

▲東城コールエコーの合唱▲ひな人形を鑑賞する来場者

№6№6 №5

サポーターの話を真剣に聞く子どもたち はんだこてを使いラジオ製作に取り組む

　

３
月
24
日
、
口
和
郷
土
資
料
館

で
ラ
ジ
オ
作
り
体
験
教
室
を
開
催

し
、
市
内
の
子
ど
も
を
中
心
に
14

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
教
室
で
は
、
保
護
者
が
見

守
る
中
、
熟
練
サ
ポ
ー
タ
ー
の
指

導
の
下
、
ラ
ジ
オ
作
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
小

さ
い
部
品
の
取
り
扱
い
に
注
意
し

な
が
ら
、
は
ん
だ
こ
て
を
使
い
、

キ
ッ
ト
基
盤
に
は
ん
だ
付
け
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
完
成
し
た

ラ
ジ
オ
が
正
常
に
動
く
か
確
か
め

る
た
め
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
周

波
数
を
合
わ
せ
、
ア
ン
テ
ナ
線
を

動
か
し
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ
放
送
を

受
信
し
て
い
る
こ
と
を
体
感
し
ま

し
た
。

　

受
信
し
た
ラ
ジ
オ
放
送
が
聴
こ

え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
の
保
護
者

は
「
ラ
ジ
オ
作
り
を
通
じ
て
、
自

分
で
考
え
、
悩
み
、
と
き
に
は
失

敗
す
る
こ
と
を
経
験
し
て
も
ら
い

た
か
っ
た
た
め
、
こ
の
教
室
に
参

加
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
ア

ナ
ロ
グ
の
良
い
と
こ
ろ
も
吸
収
し

て
、
今
後
の
自
分
の
人
生
に
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ものづくりを学ぶ
ラジオ作り体験教室

口和支所
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ６月４日㈫・18日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 ６月13日㈭13時30分～15時30分 西城支所
東城 ６月６日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
口和 ６月５日㈬13時30分～15時30分 口和自治振興センター
高野 ６月11日㈫13時～15時 高野支所
比和 ６月４日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 ６月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ６月20日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ６月20日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ６月20日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

高野 ６月11日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ６月４日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ６月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
口和 ５月31日㈮13時～16時 口和保健福祉センター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　比和 ６月14日㈮13時～16時 比和自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て世代包括支援センター
ほのぼのネット

（市役所本庁舎２階）
助産師・保健師
保育士・社会福祉士

子育て世代包括支援センター
☎0824-73-1214

認知症カフェ

西城 「コスモスカフェ」
６月６日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・情報交換
参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
５月28日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
５月21日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 ６月13日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 聴覚 ６月18日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ５月21日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

健康広場

　
　
保
健
医
療
課  

健
康
推
進
係

 

☎
０
８
２
４

－

73

－

１
２
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５

　
暑
い
日
が
増
え
、
熱
中
症
の
危
険
が
身
近

に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
熱
中
症
」
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
長

時
間
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ

も
っ
た
状
態
を
言
い
ま
す
。

　
屋
外
で
運
動
し
て
い
る
と
き
だ
け
で
な

く
、室
内
で
何
も
し
て
い
な
く
て
も
発
症
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
熱
中
症
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
、
自
分
や
身
近
な
人
の
体
調
変
化
に
気

を
配
り
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
状
況

　
昨
年
５
月
～
９
月
に
、
県
内
で
熱
中

症
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
の
累
計

は
１
８
５
９
人
で
、
令
和
４
年
度
よ
り
約

３
０
０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は

高
齢
者
が
最
も
多
く
、
発
生
場
所
は
、
住
居

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
運

動
を
し
て
、
汗
を
か
く
習
慣
を
身
に
付
け
、

日
頃
か
ら
少
し
ず
つ
暑
さ
に
体
を
慣
ら
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●
規
則
正
し
い
生
活

　
普
段
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
や
適

度
な
運
動
、
十
分
な
睡
眠
な
ど
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
心
掛
け
、
病
気
へ
の
抵
抗
力
を

高
め
、体
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
小
ま
め
な
水
分
補
給

　
１
日
に
１
２
０
０
ml
程
度
（
コ
ッ
プ
１
杯

程
度
の
水
分
を
１
日
８
回
く
ら
い
）
を
目
安

に
、
食
事
や
起
床
、
入
浴
前
後
や
就
寝
前
な

ど
、
生
活
の
中
で
水
分
を
取
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
決
め
て
お
く
と
、
飲
み
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
暑
さ
を
避
け
る

　
吸
湿
性
、
通
気
性
の
高
い
綿
や
麻
な
ど
の

服
や
袖
口
の
広
い
服
は
、
熱
が
こ
も
り
づ
ら

い
た
め
暑
さ
を
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
出
時
は
帽
子
や
日
傘
を
使
用
し
、
な
る
べ

く
日
陰
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

●
屋
内
で
も
注
意
が
必
要

　
熱
中
症
の
半
数
以
上
は
屋
内
で
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
自
分
の
感
覚
だ
け
で
判
断
せ
ず
、

温
度
計
や
湿
度
計
を
利
用
し
、
エ
ア
コ
ン
や

扇
風
機
を
う
ま
く
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
の
対
応

　
熱
中
症
の
症
状
は
、
め
ま
い
・
立
ち
く
ら

み
・
こ
む
ら
返
り
・
大
量
の
発
汗
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
病
状
が
進
む
と
、
頭
痛
・
嘔
吐
・
倦
怠
感

な
ど
が
起
こ
り
、
さ
ら
に
は
意
識
障
害
な
ど

の
重
い
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、

・
涼
し
い
場
所
へ
避
難
す
る
（
エ
ア
コ
ン
が

効
い
て
い
る
室
内
や
風
通
し
の
良
い
日

陰
な
ど
）

・
衣
服
を
緩
め
、体
を
冷
や
す
（
首
の
周
り
、

わ
き
の
下
、
足
の
付
け
根
な
ど
）

・
水
分
や
塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給

す
る

な
ど
の
応
急
処
置
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

で
も
、
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
対
策
を
行
い
、
暑
い
夏
を
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

本
格
的
な
暑
さ
に
備
え
、

熱
中
症
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

熱
中
症
に

熱
中
症
に

　注
意
し
ま
し
ょ
う

　注
意
し
ま
し
ょ
う

（年齢区分別） （発生場所別）熱中症による救急搬送状況 熱中症による救急搬送状況

高齢者
54.9％

住居
39.9%

道路
16.6%

仕事場
（道路工事現場、
 工場、作業所等）
10.2%

公衆（屋内）
8.2%

その他
 5.3%

教育機関 4.7％

仕事場（田畑、森林、海、川など）

2.2％

公衆（屋外）

12.8%

成人
33.8％

少年
10.5％

乳幼児
0.9％

出典：総務省消防庁　令和５年（５月から９月）の熱中症による救急搬送状況（全国）
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相　
　

談

 
                              【リョービミラサカ株式会社の製造オペレーター募集中！】 

雇用形態：嘱託社員（正社員登用試験制度あり 登用率:99.8％） 

仕事内容：ダイカスト製品製造（鋳造・合金・金型整備・加工作業など） 

※必要なスキルは、入社してから学んでいただきます！ 

給  与：日給 9,200～10,730円（※月額例 187,516円～218,769円） 

別途手当：通勤手当、時間外手当、深夜手当、交替手当、休日出勤手当など 

賞  与：夏季・年末賞与有（計 2.0か月分） 

福利厚生：各種社会保険完備、技能講習費用(会社全額負担)など 

休  日：土日、他会社カレンダーの通り（年間休日 120日） 

勤務時間：8：00～16：30（交替勤務有：３交代制） 

応募方法：総務課（担当：茶谷・竹井）までご連絡ください。※工場見学のご案内を致します。 

連 絡 先：0824-44-4103（住所：広島県三次市三良坂町皆瀬 10075-1） 

広広告告  

  

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

６月３日㈪・17日㈪
９時～17時 保健医療課母子保健係

▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）

事前予約が必要

６月８日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

５月27日㈪・６月10日㈪
９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 ６月11日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

事業名 とき ところ 内容 備考

ほ の ぼ の
子 育 て 講 座

５月30日㈭
10時～12時

庄原ひだまり広場
（こども未来広場内）

いつから始めたらいい？
子どもの歯磨き・虫歯予防のおはなし

５月27日㈪12時までに
事前申し込みが必要。

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業 ●子育て世代包括支援センター　☎0824-73-1214

相
続
・
遺
言
に
関
す
る　
　

相
談
会

　

広
島
司
法
書
士
会
は
、
相
続
・

遺
言
に
関
す
る
、
多
様
な
悩
み
を

抱
え
た
人
の
相
談
に
無
料
で
応
じ

る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

６
月
２
日
㈰　

10
時
～
16
時

【
電
話
相
談
】

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

【
面
談
相
談
】

と
こ
ろ　

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

面
談
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

問
い
合
わ
せ

広
島
司
法
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

遠
藤
さ
つ
き
と
Ｎ
響
の
仲
間

た
ち
コ
ン
サ
ー
ト

　

東
京
・
大
阪
・
広
島
を
中
心
に

活
躍
中
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
遠え

ん
ど
う藤
さ

つ
き
さ
ん
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
三み

ま
た又

治は
る
ひ
こ彦
さ
ん
、
チ
ェ
リ
ス
ト
の
藤ふ

じ
む
ら村

俊し
ゅ
ん
す
け介
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。　

と
き　
６
月
９
日
㈰　

14
時
か
ら

（
開
場
は
13
時
20
分
か
ら
）

と
こ
ろ　
庄
原
市
民
会
館

入
場
料
（
全
席
自
由
席
）

▼
一
般　

２
０
０
０
円

（
当
日
券
は
２
５
０
０
円
）

▼
小
・
中
・
高
校
生　

無
料

（
た
だ
し
整
理
券
が
必
要
で
す
）

※
庄
原
市
民
会
館
で
購
入
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

に
限
り
、
友
の
会
会
員
は
10
％
割

引※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

チ
ケ
ッ
ト
販
売
お
よ
び
整
理
券
配

布
場
所

【
庄
原
】
庄
原
市
民
会
館
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
、
東
城
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー

【
三
次
】
サ
ン
グ
リ
ー
ン

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
1
１
８
９

広
島
県
失
語
症
者
向
け　
　

意
思
疎
通
支
援
者
養
成
研
修

　

失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援

者
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　
７
月
～
12
月（
全
10
回
）

講
師

広
島
県
言
語
聴
覚
士
会
会
員

定
員　
30
人

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽

選申
込
期
限　
６
月
28
日
㈮

そ
の
他

　

会
場
は
、
各
回
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
島
県
言
語

聴
覚
士
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
広
島
県
言
語
聴
覚
士
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ippansyadanho.hiroshim
akeng

@
brow

n.plala.or.jp

※
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

市
内
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、
新

た
に
空
き
家
が
生
じ
た
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

６
月
11
日
㈫
～
13
日
㈭

受
付
時
間

８
時
30
分
～
17
時

問
い
合
わ
せ・
申
し
込
み

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同

組
合　

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
５
７
５

障
害
の
あ
る
人
へ
の　
　
　

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」が　

義
務
化
さ
れ
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、企
業
や
店
舗

な
ど
の
事
業
者
に
も
障
害
の
あ
る

人
へ
の
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
理
的
な
配
慮
を
行
う
た
め
に

は
、障
害
の
あ
る
人
と
事
業
者
が

話
し
合
い
、お
互
い
に
ど
の
よ
う

な
手
段
・
対
応
が
あ
る
か
を
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

互
い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合

い
な
が
ら
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
つ
く
る
た
め
、ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
、一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は

　

障
害
の
あ
る
人
が
困
り
ご
と
な

ど
の
対
応
を
求
め
た
と
き
に
、事

業
者
な
ど
が
過
重
な
負
担
が
な
い

範
囲
で
対
応
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

詳
し
く
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
障
害
者
の
差
別
解
消

に
向
け
た
理
解
促
進

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
1
２
1
０

催　
　

し

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
５月31日㈮５月31日㈮

■固定資産税１期
■軽自動車税種別割定期

　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに
残高確認をお願いします。

　　　　　収納課収納係☎ 0824-73-1511

令和６年度　自衛官など採用案内
～平和を、仕事にする。陸海空自衛官募集～

募集項目 応募資格 受付期間 試験日程

自衛官候補生
男子 18 歳以上 33 歳未満の者

※ 32 歳の者は、採用予定月の末日現
在、33 歳に達していない者

年間を通じ
て受け付け 受付時にお知らせします

女子

幹部候補生

一般

■大卒程度試験
22 歳以上 26 歳未満の者

（20 歳以上 22 歳未満の者は大卒（見
込み含む）、修士課程修了者など（見
込み含む）は、28 歳未満）
■院卒者試験
修士課程修了者など（見込み含む）で、
20 歳以上 28 歳未満の者

６月 13 日㈭
まで

１次：６月 22 日㈯
２次：７月 30 日㈫～ 8 月５日㈪
※いずれか１日を指定されます

歯科 専門の大卒（見込み含む）20 歳以上
30 歳未満の者

薬剤科 専門の大卒（見込み含む）20 歳以上
28 歳未満の者

詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。
問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎ 0824-62-0350

そ
の
他

募　
　

集
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「
ほ
た
る
お
こ
わ
づ
く
り
」

　

ひ
ば
の
里
で
収
穫
し
た
も
ち
米

を
使
い
、
黒
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
入
っ
た
お
こ
わ
を
作
る
体
験
で

す
。

と
き　
６
月
７
日
㈮
・
８
日
㈯

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

参
加
費　
５
０
０
円
／
組

定
員　
15
組
／
日

「
ほ
た
る
籠
づ
く
り
」

　

麦
わ
ら
を
使
い
“
ほ
た
る
籠
”

を
作
る
体
験
で
す
。

※
園
内
の
ホ
タ
ル
を
捕
獲
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

①
６
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
・
７
日
㈮

～
９
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

②
６
月
７
日
㈮
・
８
日
㈯

17
時
～
19
時
30
分

（
受
け
付
け
は
18
時
30
分
ま
で
）

ほ
た
る
祭

ほ
た
る
祭
　

　

ひ
ば
の
里
の
田
ん
ぼ
周
辺
で
飛

び
交
う
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
他
、
ホ
タ
ル
に
ま

つ
わ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　
６
月
７
日
㈮
・
８
日
㈯

17
時
～
21
時
30
分

（
入
園
は
20
時
ま
で
）

※
雨
天
・
荒
天
時
は
中
止

※
16
時
以
降
の
入
園
は
中
入
口
か

ら
の
み
可
能

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷
周
辺

「
ほ
た
る
観
察
会
」

　

ホ
タ
ル
に
詳
し
い
公
園
ス
タ
ッ

フ
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ホ
タ
ル

の
生
態
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

と
き　
６
月
７
日
㈮
・
８
日
㈯　

 

17
時
～
20
時（
時
間
内
随
時
開
催
）

※
約
30
分
／
回 

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

参
集
殿

定
員　
10
組
／
回

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

備北花ピクニック備北花ピクニック
５月12日㈰まで開催中！

〒���-����広島県三次市塩町２���－�営業時間�:��～��:��

不用品に関する
”困った”をすべて

解決致します！

不
安心の創業��年

何用品回収、 でも

0120ー66ー1035

15,000円買取例

おもちゃでも
買取ります！
おもちゃでも
買取ります！

使わなくなったアクセサリー使わなくなったアクセサリー

買取例 10,000円
額面の60％～で
買取します！

切手（シート・バラ）切手（シート・バラ）
創業63年の目利きと資金力だから出来る いくらで売れるかの査定だけでも！他社には真似出来ない、全国的にも数少ない

買取！
広告広告広告

と
こ
ろ　

①
ひ
ば
の
里　

下
の
農
家

②
ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

定
員　
20
組
／
日

初
夏
の
花

初
夏
の
花

▼
桜
ナ
デ
シ
コ

【
開
花
時
期
】　

４
月
下
旬
～
５
月
下
旬

【
開
花
場
所
】　

花
の
広
場

▼
バ
ラ

【
開
花
時
期
】

５
月
中
旬
～
７
月
下
旬

【
開
花
場
所
】　

里
山
の
駅 

庄
原 

ふ
ら
り

▼
サ
サ
ユ
リ

【
開
花
時
期
】　

６
月
中
旬
～
下
旬

【
開
花
場
所
】

み
の
り
の
里 

サ
サ
ユ
リ
保
全
地

※
天
候
に
よ
り
、
開
花
時
期
や
見

頃
の
時
期
が
変
動
す
る
場
合
あ
り

※
記
載
の
内
容
は
４
月
末
現
在
の

も
の
で
す
。
天
候
な
ど
の
理
由
に

よ
り
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！中

国
大
会

第
16
回
中
国
高
等
学
校    　

サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会　

（
３
月
19
日
／
広
島
市
西
区
）

男
子
の
部　
準
優
勝

長な
が
の野　

一か
ず
き希

（
瀬
戸
内
高
２
年
・
西
城
町
）

第
42
回
広
島
県
な
ぎ
な
た
選

手
権
大
会

（
３
月
17
日
／
広
島
市
中
区
）

【
演
技
競
技
】　

成
年
の
部　
優
勝

【
試
合
競
技
】

成
年
の
部　
第
５
位

足あ
だ
ち立　

朱み

ほ穂
（
川
北
町
）

県
大
会

行政管理課広報統計係　☎ 0824-73-1159

本年度の放送が
スタート！

毎週月曜　18時55分放送

「ひろおく便り」とは
　「ひろおく便り」は、庄原市・府中市・神
石高原町・世羅町の２市２町による共同広報
テレビ番組です。番組では、リポーターが各
地を巡り、観光施設を訪問したり、催しに参
加したり、市民活動や暮らしを体験したりし
ながら、まちの魅力を「ひろ～く」紹介します。
　イベント情報や市の取り組みなどもお知ら
せしていますので、ぜひご覧ください。
放送回数放送回数
年間50回（うち庄原市は15回）
放送時間放送時間
毎週月曜日　18時55分～19時
リポーターリポーター
西
に し な

名　みずほ
放送局放送局
広島テレビ（チャンネル「４」番）
過去の放送過去の放送
右記QRコードから

庄原市の放送日庄原市の放送日
▪５月27日
▪７月15日
▪９月23日
▪12月16日
▪３月24日

▪７月８日
▪９月16日
▪12月９日
▪１月27日

▪６月３日
▪７月29日
▪11月４日
▪１月20日
※変更となる場合あり。

自動車税種別割に関する問い合わせ
広島県北部県税事務所
☎ 0824-63-5181（内線 3133・3134・3135・3136）

　納税は、金融機関、コンビニエンスストアのほか、納付書に「ｅＬマーク」があれば、
地方税お支払サイトやスマホ決済アプリが利用できます。地方税お支払サイトでは、
クレジットカード払い、インターネットバンキングなどが利用できます。詳しくは広
島県のホームページ「県税のページ」（自動車税）をご覧ください。

自動車税種別割は　　月 　  日までに納めましょう５５ 3131

初夏の花物語初夏の花物語
５月25日㈯～７月７日㈰開催！

※期間中の月曜日は休園

※期間中休園日：５月７日㈫

広報しょうばら／ 2024.5　24 25　2024.5 ／広報しょうばら



おお知らせ知らせInformatioInformationn

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　６月９日（日） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

６月

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日診療のご案内

●東城地域

５月・６月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶カープ応援隊の取材では、松田オーナーへのイン
タビューなど、応援隊の皆さんにたくさんご協力い
ただき、本当にありがとうございました。
▶５月号から人事異動で、新たに広報紙の編集を行
うことになりました　です。伝わりやすい記事作成
を目指しますので、よろしくお願いします。

人の動き （庄原市の人口） 

令和６年３月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３１，６０１人（前年比－７４２人）　
男　　１５，１１８人（前年比－３５２人）　
女　　１６，４８３人（前年比－３９０人）
世帯数　１４，８７２世帯（前年比－１１２世帯）
[ うち外国人 ]　人口　５３８人（前年比７２人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，６７０人（７，８３８世帯）
○西城地域　　２，９０３人（１，３１０世帯）
○東城地域　　６，６１２人（３，２５２世帯）
○口和地域　　１，７１４人　　（７４４世帯）
○高野地域　　１，４７３人　　（６３３世帯）
○比和地域　　１，１１８人　　（５３４世帯）
○総領地域　　１，１１１人　　（５６１世帯）

５月26日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
６月２日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

９日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
16日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶ちくちくはうす玉手箱（着物リメイク）
とき　６月８日㈯～10日㈪　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

５・６月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室
　とき　５月27日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶展示・イベント
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　５月18日㈯・19日㈰　９時～15時
〇細密画展（自然を見つめる会）
　とき　５月11日㈯～６月２日㈰
〇愛鳥週間ポスター入賞作品展
　とき　６月３日㈪～20日㈭

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間
５月23日㈭ 市役所本庁舎 10時～11時15分

12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155 とき　　５月 27 日㈪　12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所本庁舎　1 階市民ホール
出演者　ＭＯＮ☆Ｋ☆Ｓ（モンクス）
ＫＩＭＩＥ（ボーカル）、門田　　信（ギター）、
末平　英史（パーカッション）
演目　

「黄昏のビギン」、「港が見える丘」、「Ｒｏｕｔｅ
66」　ほか
▶ＭＯＮ☆Ｋ☆Ｓ（モンクス）
　ギターとボーカル、パーカッションの組み合わせ
で、平成 30 年にユニットを結成。ジャズやラテン、
ポップス、歌謡曲とジャンルにとらわれない選曲と
独自のアレンジで県内外のライブハウスなどに出演
し演奏活動を行っている。 
▶ＫＩＭＩＥ（キミエ）
　ジャズボーカリストとして西日本を中心に活動す
る傍ら、ボーカル講師として後進の育成にも努めて
いる。
▶門田　　信（もんでん　しんじ）
　ジャズギターの第一人者としてライブで演奏する
傍ら、ギター講師として後進の育成にも努めている。
海外のプロミュージシャンからも多数のオファーが
ある。
▶末平　英史（すえひら　ひでふみ）
　パーカッション＆ドラム講師として後進の育成に
努める傍ら、西日本を中心に演奏活動を行っている。

比和自然科学博物館　　　　☎ 0824-85-3005

　　　　　　　　　　　　開館：９時～17 時 （年末年始休館）　

春から夏にかけての吾妻山の草花たち
　比婆道後帝釈国定公園に属する吾妻山は、たたら製鉄に使
用する木炭の製造のためにほとんどの木が伐採されました。
　その後、和牛の放牧が行わ
れたことにより、長い時間を
かけて広大な芝草原ができ
ました。芝草原に自生するウ
マノアシガタやレンゲツツ
ジなどは、毒性があり和牛が
食べないため、黄色や朱色の

「お花畑」ができました。平
成７年から和牛放牧がなく
なったことで、芝刈り機で景
観の維持が行われるように
なり、以前のような「お花畑」を見ることはできなくなりま
したが、それでもたくさんの花が今も咲き誇っています。
　春を迎える吾妻山では植物が一斉に芽を伸ばし、春の花が
咲き始めます。特にダイセンキスミレやニョイスミレなど、
花色が黄や白、紫、ピンクのものもあり 10 種類以上の花が
春から夏にかけて咲き続けます。
　季節が進み初夏になると、花の色はさらに鮮やかさを増し、
レンゲツツジやタニウツギ、イワカガミなどが赤色の花を咲
かせます。
　草花には、名前の由来を知ると覚えやすいものがあります。

　スミレは、大工さんが
使っている「墨入れ」に花
の形が似ているところか
ら、転じてスミレになった
のではないかという説があ
ります。ネコノメソウは、
昼間のネコの目に似ている
ことから名付けられまし
た。木の仲間のハナイカダ
は、漢字で書くと「花筏」で、
葉の中央に花が咲く様子を
筏に例えた名前です。ヨメ

ノナミダという名前が残っている地域もあり、黒くなった実
を嫁の涙に例え、嫁いだ家で悲しい思いをして、人に隠れて
流した涙がハナイカダの葉に落ちたという由来から名付けら
れました。　
　春はこれらの草花が咲き誇ります。皆さんも吾妻山や中国
山地の山々を散策し、季節に応じて変化する草花を観察して
みてはいかがでしょうか。

【博物館公開講座】

第２回「吾妻山散策～初夏の草花をさぐる！～」 
とき　６月２日㈰
※詳しくはホームページをご覧ください。

▲ダイセンキスミレ

▲ニョイスミレ

定番メニューの減塩してみませんか？

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

　高血圧の原因の一つに、「塩分のとりすぎ」があります。
　塩分は、料理を作る時や食べる時の工夫次第で減らすこと
ができます。いつもの食べ方や味付けを見直して、適塩・減
塩を心掛けましょう。
◆ 1 日の食塩摂取目標量
　男性：7.5 ｇ未満　女性：6.5 ｇ未満
◆ 1 日の平均食塩摂取量
　男性：10.9 ｇ　女性：9.3 ｇ
◆日本人の食塩の摂取源
　令和元年国民健康栄養調査では、食塩の摂取源は約７割が
しょうゆ・塩・みそなどの調味料、３割が小麦や魚介などの
加工品となっています。

博物館HP
QRコード

～減塩レシピのご紹介～

鶏もも肉　　400ｇ
片栗粉　　　  適量
揚げ油　　 　 適量
レモン　　　1/2個

（A）ウスターソース　     大さじ１
（A）しょうがすりおろし  小さじ２
（A）はちみつ　　　　　        少々

●定番の味付けをチェンジ
鶏の唐揚げ（１人当たり　281kcal　塩分 0.8g）

【材料：４人分】

①鶏肉は一口大に切る。
②①をポリ袋に入れ、（Ａ）を加えて揉みこみ、30 分置く。
③②に片栗粉をまぶし、170℃の油で揚げる。
④レモンは４等分にする。
減塩ポイント
　唐揚げの下味に使うしょうゆ（濃口）をウスターソースに
変えると 0.5g の減塩になります。（1.3g ⇒ 0.8g）
　ウスターソースは野菜とスパイスが入っているため、味に
深みがあり、しょうゆより塩分が少ない調味料です。味が薄
いと感じるときは塩こしょうの代わりにレモンを絞ってみま
しょう。レモンの酸味で薄味でもおいしくいただけます。

キャベツ　　200ｇ
ニンジン　  　40ｇ
小松菜　　  　40ｇ

（A）レモン果汁　　　　  大さじ２
（A）ごま油　　　　　　  小さじ１
（A）砂糖　　　　　　  小さじ1/2
白すりごま　　　　　    大さじ１

●塩分ゼロメニュー
キャベツのレモン和え（１人当たり　38kcal　塩分０g）

【材料：４人分】

①ニンジンは千切りにし、キャベツは短冊切りにする。
　小松菜は根元を切り落とし、2㎝の長さに切る。
②①をそれぞれ茹でてザルにあげ、水気を絞る。
③ボウルに（Ａ）を混ぜ合わせ、②と白すりごまを加え味を
   なじませる。
減塩ポイント
　酸味やごま油の香り、すりごまの香ばしさで、塩分ゼロ
でもおいしく食べられます。　

広報しょうばら／ 2024.5　26 27　2024.5 ／広報しょうばら
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３
月
15
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
庄
原
市
ま

ち
づ
く
り
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
、
高
野
町

在
住
の
小お

だ
き瀧
久ひ

さ
と登
さ
ん
に
木き

や
ま山
耕こ

う
ぞ
う三
市
長
が

庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
感
謝
状
と
は
、
ま
ち

づ
く
り
を
実
践
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
敬
意
を
表
し
て
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
高
野
町
の
王お

う
い
だ
わ

居
峠
ト
ン
ネ
ル
付

近
の
環
境
整
備
活
動
を
、
28
年
間
続
け
ら
れ

た
こ
と
に
対
し
、感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

小
瀧
さ
ん
は
「
生
ま
れ
た
町
に
恩
返
し
が

し
た
い
と
思
い
環
境
整
備
を
始
め
た
。
最
初

は
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
た
く
さ
ん
ご
み
が

あ
っ
た
が
、
清
掃
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、

今
は
と
て
も
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
。
元
気

で
い
る
う
ち
は
、
頑
張
っ
て
続
け
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

小瀧さん（右）と木山市長

環境整備活動に尽力
まちづくり感謝状の贈呈式

自治
定住課

　

４
月
９
日
、
市
内
の
全
小
・
中

学
校
で
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

庄
原
中
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
明
け
、
５
年
ぶ
り
に
在
校
生
が

す
べ
て
出
席
す
る
全
校
生
徒
で
の

入
学
式
を
行
い
、
１
年
生
１
４
２

人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

式
典
が
始
ま
る
と
、
東

ひ
が
し

直な
お
み美
校

長
は「
皆
さ
ん
の
入
学
を
在
校
生
、

教
職
員
一
同
、
心
待
ち
に
し
て
い

ま
し
た
。『
目
標
を
も
つ
こ
と
』『
挑

戦
・
努
力
す
る
こ
と
』『
人
を
大

切
に
す
る
こ
と
』
を
大
切
に
、
悔

い
の
な
い
３
年
間
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
生
徒
会
長
の
永な

が

　

繭ま
ゆ

さ
ん
が
「
慣
れ
な
い
こ

と
や
不
安
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
周
り
の
同
級
生

や
２
・
３
年
生
に
遠
慮
な
く

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
力
に
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
同
じ
学
校
で
過
ご
す
仲

間
と
し
て
、
喜
び
や
悲
し
み

を
分
か
ち
合
い
充
実
し
た

学
校
生
活
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
入
生
を
代
表

し
、
大お

お
う
ら浦
伸し
ん
ぺ
い平
く
ん
が
「
人

と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

友
達
と
協
力
し
な
が
ら
、
何

事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組

　

３
月
20
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
障
害
者
理
解
促
進
・
啓
発
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
「
マ
マ
の
足
は
車
イ
ス
」
の

著
者
で
あ
る
又ま

た
の野
亜あ

き

こ

希
子
さ
ん
を
迎

え
、「
命
の
輝
き
～
車
イ
ス
か
ら
見
え

る
世
界
っ
て
け
っ
こ
う
ス
テ
キ
～
」
と

題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

又
野
さ
ん
は
、
交
通
事
故
に
遭
い
重

い
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
車

イ
ス
生
活
の
中
で
子
育
て
を
し
て
き
た

こ
と
に
つ
い
て
話
し
、
生
き
る
喜
び
や

命
の
尊
さ
な
ど
を
参
加
者
と
共
有
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
「
障
害
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
前
向
き
に
生
き
る
希
望
や
勇
気

を
も
ら
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
今
後
も
障
害
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

庄原中学校の入学式

講演する又野さん

入学おめでとうございます
市内の全小・中学校で入学式

障害への理解を深める
障害者理解促進・啓発講演会

教育
指導課

社会
福祉課

ん
で
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
庄
原
中
学
校
は
教
育

目
標
を
「
自
律
心
と
感
謝
の
心
を

も
ち
、
協
働
し
て
社
会
に
貢
献
す

る
生
徒
の
育
成
」
と
し
、「
感
謝
」

「
創
造
」「
貢
献
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
生
徒
が
自
分
で
考
え
、判
断
し
、

主
体
的
に
取
り
組
む
活
動
を
一
層

充
実
さ
せ
、
全
校
生
徒
３
７
０
人

が
健
や
か
に
大
き
く
成
長
す
る
よ

う
、
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
が

一
丸
と
な
り
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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